
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 チェック コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。
４：全教員が行った。
３：８０％以上の教員が行った。
２：６０％以上の教員が行った。
１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。
２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。
１：６０％未満であった。
４：対象となる全学級（全教員）で行った。
３：８０％以上で行った。
２：６０％以上で行った。
１：６０％未満であった。
４：全教員で行った。
３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。
４：対象となる全学級（全教員）で行った。
３：８０％以上で行った。
２：６０％以上で行った。
１：６０％未満であった。
４:学期に２～３回知らせた。
３：学期毎に知らせた。
２：年度間に１回は知らせた。
１：お知らせできなかった。
４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけ
た。
３：８０％以上の教員が働きかけた。
２：６０％以上の教員が働きかけた。
１：６０％以下の教員が働きかけた。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。
４：全教員が行った。
３：８０％以上の教員が行った。
２：６０％以上の教員が行った。
１：６０％未満であった。
４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。
３：学期に１回（年間３回）以上行った。
２：年度間に1回以上行った。
１：実施しなかった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。
３：８０％以上の教員が回答した。
２：６０％以上の教員が回答した。
１：６０％未満であった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。
３：８０％以上の教員が回答した。
２：６０％以上の教員が回答した。
１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的
に対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、
組織的な対応をしなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。
４：全教員で行った。
３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。
４：全教員で行った。
３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。
４：全教員で行った。
３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。
４：学期に２～３回行った。
３：学期に１回（年間３回）以上行った。
２：年度間に1回以上行った。
１：実施しなかった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上の教員が回答した。
２：６０％以上の教員が回答した。
１：６０％未満であった。
４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。
３：学期に１回（年間３回）以上行った。
２：年度間に1回以上行った。
１：実施しなかった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上の教員が回答した。
２：６０％以上の教員が回答した。
１：６０％未満であった。
４：月1回以上行った。
３：学期に2～3回行った。
２：学期1回以上行った。
１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

Ｄ

B

◇「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取
組は担当者任せになっているところもあ
るので、取組月間には学校全体で意識
して啓発していくように心がけたい。
◇体育祭は生徒の実行委員を中心に
取り組ませ、生徒に成就感を味わわせ
ることができた。部活動でも、多くの生
徒が熱心に取り組んでいるが、途中で
退部した生徒や休みがちな生徒にも目
標をもたせるような声かけが必要であ
る。
◇感染防止の取組についても、生徒の
保健委員会に朝礼で発表させるなど、
力を入れて取り組むことができた。引き
続き、生徒を主体的に動かして推進して
いく。

①生徒アンケートで「健康や安全に気を
配って生活できている。」という問いに対
して、「そう思う」または「どちらかという
と、そう思う」とと答えた生徒の割合
４：９０％以上
３：８０％以上９０％未満
２：７０％以上８０％未満
１：７０％未満                   90.0%

①生徒アンケートで「部活動に積極的に
参加している。」という問いに対して、「そ
う思う」または「どちらかというと、そう思
う」とと答えた生徒の割合
４：９０％以上
３：８０％以上９０％未満
２：７０％以上８０％未満
１：７０％未満                   92.3%

Ａ

0

①生徒による学校生活アンケートで「分
かりやすい授業が行われている。 」とい
う問いに「そう思う」または「どちらかとい
うと、そう思う」とと答えた生徒の割合
４：９０％以上
３：7５％以上９０％未満
２：６０％以上７５％未満
１：６０％未満                  83.6%

②保護者による学校生活アンケートで
「学校は、子どもの能力を適切に評価
し、学習意欲を高めている」という問いに
「そう思う」または「どちらかというと、そう
思う」とと答えた保護者の割合
４：９０％以上
３：7５％以上９０％未満
２：６０％以上７５％未満
１：６０％未満                  80.2%
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学校関係者記入欄

令和３年度　大田区立糀谷中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

◇生徒数４４２名、学級数１３学級、教員数２３名
◇特色ある教育活動としては、特に次の５点が挙げられる。①大田区人権教育研究協力校として、人権感覚を高めるための取組を、夜間学級や近隣の小学校とも連携を図りながら実践している。②「いじめ防止プログラム」「職場体験」「福祉体験」など体験的な取組を
重視し、生徒の自己肯定感の高揚を図っている。③地域との連携に力を入れている。特に、防災教育については、町会及び関係機関と連携した学校防災活動拠点訓練の実施を通して防災・安全についての意識を高めている。④大田区不登校対策事業実施校として、
教育センターや適応指導教室、小学校との連携を図り、不登校の改善や未然防止のための取組を進めている。⑤生徒会・委員会活動、学校行事、部活動などを通して、生徒の自主性を育て、生徒主体の活動ができるようにしている。

①全国学力・学習状況調査で「自分に
は、よいところがある。」という問いに「当
てはまる」または「どちらかというと、当て
はまる」と答えた生徒の割合
４：８０％以上
３：６０％以上８０％未満
２：４０％以上６０％未満
１：４０％未満                  70.7%

②保護者による学校生活アンケートで
「子どもの学校生活や学習の課題に、学
校は適切に対応している。」という問い
に「そう思う」または「どちらかというと、
そう思う」とと答えたとと答えた保護者の
割合
４：９０％以上
３：８０％以上９０％未満
２：７０％以上８０％未満
１：７０％未満                  81.2%

成果
評価

目標に対する成果指標

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体

と
な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

2

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く

り

2

①保護者アンケートで「学校の様子を
HP・メールや学校からの案内プリント等
で知ることができる。」という問いに対し
て、「そう思う」または「どちらかというと、
そう思う」とと答えた保護者の割合
４：８０％以上
３：７０％以上８０％未満
２：６０％以上７０％未満
１：６０％未満                   83.8%

②保護者アンケートで「学校は、地域の
力（保護者以外）を子どもたちの教育活
動に活かしていますか。」という問いに
対して、「そう思う」または「どちらかとい
うと、そう思う」と答えた保護者の割合
４：９０％以上
３：８０％以上９０％未満
２：７０％以上８０％未満
１：７０％未満                   75.0%

4

4

2

3

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増

進

◇評価は適切と考えます。
◇地域活動が制限されている中
で、何ができるかできないかを
検討いただき、実行してくださ
い。
◇学校のＨＰなどをもっと活用し
て、透明性のある学校生活をし
てほしい。良いことも悪いこと
も。
◇コロナの中での活動も大変だ
と思いますが、今後もよろしくお
願いいたします。
◇その他の内容であるが、教員
のライフワークバランスはどうな
のか。

学校支援地域本部と連携するなどし
て、地域力を生かした特色ある教育活
動を実践する。

2

78..9

地域教育連絡協議会において、児童・
生徒の変容等の具体的な資料を作成
して、評価に必要な学校の情報を適切
に提供し、適正な評価を受けるよう努
める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等
の基本情報、児童・生徒の活動情報等
をホームページ等で公開及び更新する
ことにより、積極的に情報を発信する。

3

Ｃ

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の向
上など、生涯
にわたって健
康増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

2

77.8

3

94.4

特別出張所、町会と連携し、地域の特
性を生かした安全・防災教育を推進す
る。

3

4
体育的行事、部活動、休み時間など
様々な機会を通して運動習慣の確立
を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、
一人ひとりの学習のつまずきや学習方
法について、指導する。

◇ＨＰの更新のできる教員を増やし、定
期的に更新するように努めた。月1回以
上の更新はできているが、保護者にＨＰ
をもっと見てもらえるように週1回以上の
更新を目指したい。予定の変更等は、
プリントの配布に加えメールで配信し
た。クラスルームや学びポケットなどを
もっと活用していきたい。
◇学校行事を地域に公開することはほ
とんどできなかった。地域教育連絡協
議会で、学校の取組をスライドで紹介す
るなどして、情報の提供に努めてきた。
◇職場体験は、地域の49事業所の協
力により、3日間実施することができた。
学校防災活動拠点訓練も、地域と連携
しいくつかの体験を実施することができ
た。学年だよりで取組を周知したが、Ｈ
Ｐや学校だよりでの紹介が足りなかっ
た。

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

新学習指導要領のねらいを踏まえた
評価方法の工夫をし、指導と評価の一
体化に努める。

3

94.7

Ｃ

Ｄ

◇学習カルテについては十分に活用で
きているとはいえない。活用場面を増や
す工夫していきたい。
◇ステップ学習は有効に活用できな
かった。家庭学習の課題などで生徒が
進んで学習できるように、活用の推進を
図っていきたい。
◇部活動との兼ね合いもあり、補習授
業への参加者が後半少なくなっている。
さらなる声かけをするとともに、学習補
助員と連携を図りより魅力ある学習課
題を用意していきたい。
◇授業改善推進プランは１学期の取組
を基に夏期休業中に作成している。学
期ごとに見直し、ＰＤＣＡのサイクルで授
業改善に取り組んでいきたい。
◇指導と評価の一体化の研修は、各教
科の事例紹介し合ったり、指導主事を
講師とした校内研修を実施したりし、充
実させることができた。次年度も、引き
続き各教科で研修を重ねていきたい。

算数・数学到達度をステップ学習チェッ
クシートで児童・生徒、保護者に知らせ
る。

学習補助員等による算数・数学・英語
の補習を実施する。

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェッ
ク）の結果よりストレス症状のみられる
児童・生徒に対して組織的に対応す
る。

2

61.5

2

3

88.9

論理的、科学的な思考力の育成を目
指し、「おおたのものづくり」を生かした
体験活動や理数授業等を実施する。

2

58.8

2

62.5

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成
果を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生
かし、主任教諭が助言・支援を行う校
内研修等を実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の
授業改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校に
おける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を
通して、食生活の充実・改善をねらいと
した「食育」を推進する。

問題行動・不登校問題等にかかわる
児童・生徒に関するケース会議等を実
施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修
や、国、都及び区の資料を活用した授
業等を行う等道徳指導充実のための
取組を行う。

2

78.9

Ｃ

2

3

94.7

4

100

学校いじめ防止基本方針に沿って、い
じめの未然防止、早期発見等のため
の取組を実施する。

生徒の良い行為や努力した点を、効果
的に褒め、自尊感情を育む。

◇新型コロナウイルスの感染拡大の影
響で、２、３学期の授業を公開できな
かった。授業の様子をHPや学校・学年
だよりでもっと知らせる努力が必要で
あった。
◇研究発表会や各種研修には、多くの
教員が積極的に参加し、授業改善に生
かしてきた。研修の内容を学校全体で
還元できていないところもあるので、職
員会議の時間などを使い紹介していき
たい。
◇南校舎、中央校舎、体育館の外壁改
修工事が終了し、校舎の外見がきれい
になった。また、教員支援員により、校
内掲示が見やすく整備されている。生
徒が学びやすい施設・設備等の環境整
備にも引き続き力を入れていく。

3

94.7

4

100

①保護者による学校生活アンケートで
「分かりやすい授業が行われている」と
いう問いに「そう思う」または「どちらかと
いうと、そう思う」とと答えた生徒の割合
４：９０％以上
３：８０％以上９０％未満
２：７０％以上８０％未満
１：７０％未満                   75.9%

②保護者による学校生活アンケートで
「施設･設備の整備･修理は適切に実施
されている」という問いに「そう思う」また
は「どちらかというと、そう思う」とと答え
た保護者の割合
４：９０％以上
３：８０％以上９０％未満
２：７０％以上８０％未満
１：７０％未満　　　　　　　　　 90.9%

◇評価は適切と考えます。
◇コロナ禍において、生徒同士
の接し方などに変化がないか充
分に配慮してほしい。
◇学校だけでなく、家庭におけ
る問題で精神的なストレスなど
への配慮をお願いしたい。

◇評価は適切と考えます。
◇部活や体育の授業が制限さ
れる中、体力増進に目を向け
る。
◇日常の生活リズムが崩れな
いように心掛けてほしい。

◇評価は適切と考えます。
◇感染状況をみてであるが、公
開授業などに取り組み、保護者
にも直接、生徒や先生の状況を
見てもらえればいい。

◇基本的生活習慣や授業規律の確立
については、ほぼ全教員が意識して力
を入れて指導している。小学校と連携
し、小中一貫スタンダードなどを活用し、
引き続き取り組んでいく。
◇小中連携の授業公開や道徳授業地
区公開講座の実施の際に、各学年の道
徳推進担当が中心となり、教材や課題
について研修を深めた。年間指導計画
別葉の活用については、学校全体で見
直し・改善を図っていきたい。
◇学校生活調査やハイパーＱＵの結果
を学年会で確認し、課題を共有すること
ができた。必要な情報を生活指導部会
で報告し、全体で共有できるようにして
いく。
◇学校いじめ防止基本方針を見直し改
正し、いじめ防止についての校内研修
会を実施した。未然防止、早期発見・対
応、重大事案があったときの対応など
学校が取り組むべきことについての理
解が深まった。次年度以降も研修を計
画的に実施していく。

0

4

2

78.9

3

88.9

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組
等を通して、児童・生徒や保護者に対
し、望ましい生活習慣についての意識
啓発を行う。

小中一貫による教育の視点に立った
生活指導の充実により、社会のルール
や学校のきまりなどを守ろうとする意
識を高める。

4

4

100

3

89.5

体力テストの結果を踏まえ体力向上全
体計画を作成し、計画に基づいた体育
指導や「一校一取組」運動や「一学級
一実践」運動を実践する。

授業改善推進プランを、授業に生か
す。

感染症予防、生活習慣病防止など健
康の保持、増進に関わる教育を推進
する。

3

◇外国語教育指導員の活用について
は、授業の他、英語掲示板にカナダの
ことを掲示してもらったり、連合発表会
英語の部の発表者の指導をしてもらっ
たり、様々な場面で活用している。連合
発表会では区で２位になるなどの成果
もあった。英語カフェの充実などを検討
し、さらなる効果的な活用を目指してい
きたい。
◇１学期に全生徒にタブレットＰＣを配
布し、授業や課題の提出などで活用を
始めている。使用の頻度は教科や教員
によりまちまちである。さらなる活用の
推進のために、教員研修を充実させ、
スキルの向上を図りたい。
◇ものづくり教育、人権教育、体力向上
の取組などは、教科や道徳、学活、行
事等で、担当者を中心に学校全体で組
織的に取り組めるように内容を改善して
いきたい。

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の

育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、
外国の方々とのコミュニケーション能力
の育成等を図っている。

3

88.9

①全国学力・学習状況調査で「１，２年
生のときに受けた英語の授業では，英
語で話したり書いたりして，自分自身の
考えや気持ちを伝え合うことができてい
ましたか」という問いに「当てはまる」ま
たは「どちらかというと、当てはまる」と答
えた生徒の割合
４：８０％以上
３：６０％以上８０％未満
２：４０％以上６０％未満
１：４０％未満                   64.3%

②保護者による学校生活アンケートで
「子どもは学習用タブレットを家庭学習で
有効に活用している。」という問いに「そ
う思う」または「どちらかというと、そう思
う」とと答えた保護者の割合
４：８０％以上
３：６０％以上８０％未満
２：４０％以上６０％未満
１：４０％未満                   62.6%

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指
し、ＩＣＴ機器を活用した授業を実施す
る。

3

94.4

他者の人権を尊重する人権教育の推
進を目指し、人権教育資料等を活用し
た授業を実施する。

◇全ての項目について、協議会
でのお話を聞いて妥当であると
評価させていただきました。
◇タブレットＰＣのさらなる活用を
期待します。
◇テスト前などにタブレットを使
用してテスト勉強を行っている姿
を何度か見ました。教科によっ
て違うかと思いますが、板書の
苦手な生徒は、活用できて良い
と感じました。
◇特定の生徒だけでなく、生徒
全員に英語を身に付けるカリ
キュラム的なものがあれば良い
のですが。
◇コロナ禍でもあり、タブレット
の活用を学校、家庭ともう一段
階アップできたら良い。

Ａ 6

Ｂ 3

Ａ 6

Ｂ

◇補習授業の参加者が少なくな
るのはもったいないですね。
◇授業内容に保護者・生徒とも
不満はないようである。
◇カリキュラムについて行けな
い生徒が可能な限りでないよう
に、授業、補習など気を配って
ほしい。
◇オンラインで授業を受けてい
る生徒と、通学している生徒との
評価の違いはあるのでしよう
か。

Ａ

1

Ｄ 0

Ｃ 0

Ｄ 0

Ａ 6

1

Ｃ 2

Ｄ 0

B 2

Ｃ

6

3


